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第５回地域連携推進部会 議事録 
 
 
 
 

《これからの社会をたくましくしなやかに生き 活躍することのできる力を育むために》 
１ 第４回の地域連携推進部会の協議内容（振り返り） 
１０：５０～ ３校時（通常授業）※自由参観 

１年生の教室を中心に授業参観を行った。２年生は芸術選択の授業を中心に参観を

行った。 
 

１１：５０～ ４校時（総合的な探究の時間） 
   １年生で取り組んでいる「学校探究」のポスターセッションに向けた準備を参観し

た。各教室で取り組んでいる主なテーマは次のとおり。 
１－Ａ  １—Ｂ １—Ｃ 
主なテーマ 
「校則について」 
「自動販売機について」 
「空き教室について」 
 

主なテーマ 
「自動販売機について」 
「ロッカーについて」 
「教室について」 
「学校の設備について」 

主なテーマ 
「部活・特活について」 
「エアコンについて」 
「校則について」 
「学校の仕組について」 

 

２ 本日の予定と内容 
(1) 前回授業参観の振り返り（感想交流） 

参観できなかったポスターセッションや生徒の作業過程の映像を改めて見ながら、感想 
交流を行った。 

 （主な意見）・タブレットを有効活用し、全生徒が参画意識をもって取り組んでいた。 
        ・活発に取り組む姿が意外だった。ある意味「未熟さ」が魅力だった。 
        ・主体的に取り組む姿勢がうかがえ、教科や科目の学習成果もあるのか。 
        ・楽しい授業だった。今後の探究活動が楽しみ。 
(2) 次年度の探究活動の充実に向けて 
 ・今後の総合的な探究の時間の展開を担当者から説明すると共に、青年会議所主催の

「市長に提言」で本校生徒の行った提言の映像を見ながら、意見をいただいた。 
 （主な意見）・今後はフィールドワークの充実が必要。江別市との連携も検討しては。 
        ・「市長に提言」は優れたプレゼンだった。これで終わりでなく市政に反映さ 

れたら、生徒の励みになる。 
 ・学校運営協議会とコンソーシアムの関係 
  学校とコンソーシアムとの意思疎通が今後重要になる。生徒の活動とコンソーシアム

の関係性構築のために学校運営協議会の委員方々から今後、意見を求めることを依頼。 
３ 年間のスケジュール 
次回の予定 ２月１４日（金）夕方を予定 
今年度の活動の総括と次年度の活動予定 

活動のねらい 

 会 活 動 内 容 

 

 

地域連携推進 

部会 

・本校が育成を目指す資質・能力について、地域と共通理解を図ると共に、地 

域と教職員が協働しながら効果的な教育活動の在り方等について助言や支援 

を行う。 

・生徒の探究的な学びの推進のため、野幌高校コンソーシアムとの円滑な連携 

 を促進するための助言や支援を行う。 

・生徒が自己の適性を理解し、進路及び自己実現するための活動について助言 

 や支援を行う。 

豊かな人間性 挑戦する意欲 持続可能な社会を担う力 



 


